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「⽼後資⾦に1億円！」は本当か

⽼後資⾦の⽬標は1億円？

⼈⽣100年時代という題⽬が注⽬され、書店やインターネット上で、様々な⽼後資⾦のシミュレーショ
ンやアンケート結果を⾒ることができます。

これらの多くは、⽉々の⽀出額が、⼀定の年齢に達するまでの年数分必要になると仮定して算出したも
のを⽼後の⽣活必要総額としています。

図表１は、総務省統計局の家計調査年報2017年による夫65歳以上、妻60歳以上の夫婦のみの無職世帯
の⽉々の平均的な収⽀です。公的年⾦が191,880円に対し、税⾦・社会保険料の⽀払額（⾮消費⽀出）
28,240円を含めた⽀出額は263,717円となっています。

⻑寿化により⼈⽣100年時代と謳われる現代では、⼼⾝ともに健やかに暮らす健康寿命とともに⾦
銭⾯の⼼配をせずに⽣活するための「資産寿命」をいかに伸ばすかが重要になります。

本シリーズでは、資産運⽤をまだしていない⽅から、資産を運⽤しながら、引き出していく段階に
ある⽅まで、⽼後資⾦に関連する不安や疑問の解消の⼀助となる情報を発信します。

（出所）家計調査年報2017年を基に岡三アセットマネジメント作成

図表1 ⾼齢夫婦無職世帯の家計収⽀（⽉額）
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退職直前の年収から「⽼後の⽬標年収」を設定

さて、これらの試算は、⽣活⽔準を問わず誰にで
もあてはまるのでしょうか。

図表３は、別の計算⽅法として、退職直前の年収
のうちの⼀定割合を基準に⽣活必要総額を⾒積もる
⽅法です（“Target Replacement Rates”, ⽼後の
⽬標年収）。この⽅法では、⽼後も在職時の年収帯
に⾒合った⽣活⽔準となることを前提に試算するこ
とができます。

年⾦額は、誕⽣⽉に届く「ねんきん定期便」で確
認することができます（図表４）。50歳未満の⽅に
は現時点で⽀払った保険料に基づいた年⾦額が、50
歳以上の⽅には、60歳まで年⾦保険料を⽀払ったと
して想定される年⾦額が記載されています。そして
「⽼後の⽬標年収」との差額が⾃助努⼒で準備する
べき⾦額となります。

（作成：投資情報部）以上

図表3 ⽼後の⽬標年収の⼀例
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（注）OECDの報告書（Pensions at a Glance 2017）によると、⽇本の⾼
齢者の所得代替率は⾃助努⼒を含めて、在職時の所得が平均的な
労働者で64%とされている。

（出所）家計調査年報2017年を基に岡三アセットマネジメント作成

図表2 ⽼後資⾦の計算式の⼀例

263,717円×12ヵ⽉×35年=1億1,076万円
*例、65歳から100歳までの35年分

⾼齢夫婦無職世帯の平均的な⽀出の総額

公的年⾦との差額（⾃助努⼒で賄う⾦額）

71,837円×12ヵ⽉×35年=3,017万円
*例、65歳から100歳までの35年分

図表２は、１ヵ⽉の平均⽀出額を基に必要になる
総額を計算したものです。65歳から100歳まで、約
1億1,076万円という結果になります。ここから公
的年⾦を差し引くと、⾃助努⼒で賄う必要があるの
は、約3,017万円となります 。

図表４ 平成30年度「ねんきん定期便」様式

(注) 50歳未満に届く様式
(出所) ⽇本年⾦機構

⽼後資⾦の必要額は⼈それぞれ

⽼後資⾦はいくらあればよいのか、という問いに
対する答えは、⽣活⽔準や⽣活様式により⼈それぞ
れということになります。年齢を重ねるにつれ、資
産の状況や健康状態の変化に応じて⽀出額も変化し
ていくほか、公的年⾦の⽀給額や税⾦・社会保険料
も随時⾒直されます。

できるだけ若いときから、⽼後の⽬標年収に向け
て「⾃助努⼒分」をどのように賄っていくか、考え
始めることが⼤切ではないでしょうか。
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